
〈令和 6 年度・ゆとりあ まとめ〉 

 

 

１） はじめに   

 

厚生労働省によると、わが国の地域精神保健医療福祉については、平成 16 年 9 月に策 

定した「精神保健医療福祉の改革ビジョン」において「入院医療中心から地域生活中心」

という理念を明確にし、様々な施策を行ってきた。令和５年の精神疾患を有する外来患

者の数は約 576.4 万人となっており、傷病別の患者数をみると脳血管疾患や糖尿病を上

回るなど、国民にとって身近な疾患となっている。こうした中、平成 29 年２月には「こ

れからの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会」報告書において、精神障害の有無

や程度にかかわらず、誰もが地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることが

できるよう、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加（就労）、地域の助け合い、教育

が包括的に確保された「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築を目指す

ことを新たな理念として明確にされ、厚生労働省においては、平成 29 年度より「精神障

害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進・支援事業」を立ち上げ、都道府県等

の取組に対して財政的な補助や技術的な支援等を行っている。 

  また、令和４年の精神保健福祉法の改正において、都道府県及び市町村が実施する精

神保健に関する相談支援の対象に「精神保健に関する課題を抱える者」が追加され、地

域住民にとって身近である市町村において、福祉や母子保健等の様々な支援と一体また

は、連携し精神保健に関する積極的な相談支援体制の充実を図ることが求められている。

さらに、都道府県においても、これまでの相談支援に加え、市町村における相談支援体

制の整備に関する技術的助言等の支援を実施することが求められている。 

令和 6 年度、ゆとりあは定員 20 名に対し 49 名（昨年 43 名）の契約者が在籍した。し

かし在籍者は増えたものの一日当たりの利用者の平均は年間 20.1 人となり昨年の平均

22.1 人から比較すると 2 人減となり年々出勤率が下がっている傾向にある。月別におい

ても昨年は年間を通し利用率が 100%を下回ることがなかったが、今年度は 7 か月が 90％

台となった。主な原因は出勤率が高く心身ともに安定した利用者が一般就労やより工賃

の高い事業所への移行に伴い退所したこと、心身の状態により医療入院が必要になり継

続した出勤が困難な利用者が数人いたことが影響している。結果、支援費収入は減額と

なり経営的にも厳しい状況となった。こうした状況を改善するため新規利用者の受け入

れや実習を積極的に行おうとするも、なかなか具体策を講じることが出来ず職員間の認

識や共有において課題を残した。次年度に向けては利用者の工賃向上はもちろん、個々

のニーズにきめ細かく適切な支援を高め、利用者にとって魅力ある活動内容の充実及び、

体制強化や環境整備に対し危機感をもって取り組まなければ利用者のモチベーションは

更に低下し精神面、健康面においても悪影響を与えることになる。菓子製造は着実に効



果を表し日々利用者が積極的に関わり販売数も安定している。花工房においては独自の

育苗製造においてまだまだ課題も多く、仕入れで花苗、母の日やクリスマスなど季節限

定の商品や切り花の定期販売を関係者を中心に行っている。次年度は具体的な目標を見

据え計画性のある活動として発展につなげたい。 

 利用者の楽しみの一つ、貴重な社会経験を学ぶ場であった余暇支援については感染症

防止の観点から自粛していたが、今年度より外出や外食を含め活動に取り入れ多くの利

用者が地域資源を利用し楽しみや潤いを感じながら過ごすことが出来た。 

圏域においては精神に障害のある人のサービス利用は引き続き増加傾向にあり、発達

障害による個別支援が必要な利用者、薬物依存の相談や支援を必要とする利用者、利用

者の家族も含め生活の基盤等包括的に支援が必要なケースも多いことから今後さらに職

員間の連携や意思疎通を強化し、同時に保健・ 医療の関係機関や専門職との連携や専門

的な研修等に参加するなど専門性を高めなければならない。 

主たる利用者については引き続き精神障害者を中心とした就労継続支援 B 型（定員 20

名）として運営を行った。利用者の多くは障害の特性により安定した出勤による施設利

用が困難なケースが多く、個々のニーズの多様化により施設としての専門性の向上はも

ちろん医療を中心とした他機関との連携強化、目的や課題別による班編成、個別支援等、

体制を整え支援度の高いケースに対しても臨機応変に随時対応の強化を図った。 

定期的な面談はもちろん必要に応じて適時モニタリングを行い、それぞれの思いやケ

ースに柔軟、且つ迅速に支援することで利用者が心身ともに安定し、地域の中で生きが

いや目標を持って通所に繋がっている。  

  今後も利用者一人ひとりの個別支援を強化し安定した施設運営を図りたい。 

 

 

２）施設財政 

 

利用者の通所率が昨年と比較して10％減少し今年度、利用率は100.5％（昨年110.5％、

昨年 113.5%）、事業活動収入においては 48,872,005 円（令和 5 年 47,121,261 円）とな

り昨年より 1,750,744 円の増額となった。利用契約者数が増えても 20 名の定員枠に変更

がなく、また利用率にさほど増減がないことも伴い事業費収入においては今後も大幅な

増減のない状態が続く。ただし今後経営の安定化を図るためには利用率の向上は必須と

なり年平均 123%を目標に実現しなければならない。最終的に事業活動資金収支差額は

1,573,877 円（令和 5 年 1,304,983 円、4 年 2,030,437 円、3 年 2,115,182 円）となった。

制度上に基づき定員の 125％の利用が実現すれば単年度で約 970,000 円前後が増となる。

引き続き職員配置を安定させると同時に常時 120％以上 125％以下の出勤率を目指し安

定を図りたい 

 人件費については 1 年を通し安定した職員体制が確保できた。その結果、人件費支出



は増加傾向にあるがこれは常勤職員の定期昇給や非常勤職員等の雇用形態の改善による

ものである。次年度は現場職員を 1 名加配し体制強化を図りたい。事務費支出、事業費

支出については環境整備や備品整備、送迎バスの買い替え、元シルバー人材センター、

元甲南子育て支援センタ－の建物の買収等により増加した。 

今後も利用者に対する専門的な支援及び業務内容を更に向上させ、利用契約者数を常

時 45 名～50 名、一日平均利用 23 名～25 名を目指し地域の限られた資源である精神障害

者施設として積極的な受け入れを図り健全な経営に努めたい。 

 

３）利用状況 

 

今年度も随時利用希望者の受け入れを行ってきた。１年を通して１４名の見学者があ 

り、１２名の方が実習され９名が入所となった。A 型事業所へのステップアップや事業所

変更など３名の方が退所された。令和７年３月末時点で契約者４９名（男性２３名、女

性２６名）となっている。 

今年新規入所者は実家から通所の方が７名、援護寮入所者が１名、三雲養護学校から

通所の方が 1 名となった。過去に就労経験がある方や他の事業所で製菓の製造に取り組

んでいた方など具体的な目標を持って入所された方が多く、長期的な目標として将来は

障がい者雇用や A 型事業所利用を意識した入所となっている。また、引きこもり傾向の

あった方が生活リズムを再度作っていく為に週１回の利用から開始されるなど病状の回

復を目的に利用される方も受け入れを行ってきた。 

 高齢の方の割合が増えていく中、生活リズムの維持や見守りを中心とした支援を継続

して行っている。送迎利用についても増加傾向にあるため、利用者の特性や送迎ルート

については利用者間の個人情報に配慮しながら、出来る限り対応できるよう努力してい

る。また、自宅前まで送迎が必要な方については順番や配車を調整し対応してきた。 

 2 月の大寒波では、体調を崩す方が増え休まれることもあり、通所率低下に影響した。

その一方で通所日が祝日などにあたる場合は振替通所を提案していた為、振替通所を常

時される利用者の方もおられ、関係機関に連絡調整し柔軟に通所利用していただけた。 

 

  



 

図１）一日平均（人）

 

図１では気候の変化により、体調を崩し休みがちになられる方が多くなった。利用頻度は

医療や支援者の方と相談した上で決めておられるため、生活リズムや服薬など体調の安定

を優先した利用となっている。そのため週１回の通所の方から週５回の通所の方まで様々

である。 

 

図２）利用目的別契約者数（人） 

 

        令和６年度                令和５年度 

  

図２では年々日中活動が目的での入所の方が増えてきている。 
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図３）年代別男女（人） 

 

図３では年齢幅は１８歳～７２歳で平均年齢は４２歳となった。 

 

図４）地域別利用者数（人） 

 

 

図４ 精神のグループホームが水口に４ヵ所あることや、甲賀市内で引越しをされ水口町

に来られる方が５名おられた。 

 

図５）住環境（人）                図６）送迎利用者（人） 
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図５では今年度の入所者は、実家５名、単身１名であった。援護寮（生活訓練施設） 

 

図６では全体で７９％の方が利用されており年々増加している。 

 

入退所状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

入 所 0 0 1 1 1 0 1 0 2 0 2 1 

退 所 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 

 

図７）入所前状況（人）            図８）障害程度区分（人） 

    

図７では今年度も今はまずは生活リズムや体調を整えること。長期的な目標として将来は

就労を目指すことを目的とする方であった。 

 

図８では就労継続支援Ｂ型事業所のみの利用で申請されている場合、区分判定はない。グ

ループホームや宿泊型自立訓練事業所、訪問看護など生活面のサービスを利用する場合は

区分が出る。 

 

図９）見学者紹介機関（人）           図１０）診断名別状況（人） 
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図９では見学者１０名中７名が実習を行い、６名が入所へとつながった。 

 

図１０では重複しておられる方は主の疾患をカウントした。精神障害の方が主の施設であ

ることから統合失調症の方が多い。また、知的障害の方も年々増加傾向にある。 

 

 

 

４）生産活動 

今年度の生産活動収入額は 9,726,968 円となった。その内訳項目としては①菓子販売

②自動車部品③物資販売④組み立て作業⑤箱折り作業⑥花苗販売⑦施設外就労となる。    

菓子製造においては工程の細分化をし、利用者の方々の得意な事・ストレングスを活

かし取り組んでおり、菓子製造を目指して入所希望される方や実習希望も増加してき

た。令和 6 年度収入額は 4,123,125 円、純利益 2,998,214 円となりコロナ禍明けより増

加したやまなみ工房見学者への店頭販売、地元ローターリークラブや個人顧客からの

ギフトセット受注、甲賀市主催のイベント実施に伴う受注により収入アップにつなが

った。 

花苗販売の令和 6 年度収入額は 1,163,627 円で純利益 147,535 円であった。主な販

売実績は切り花や仏花等の定期販売、花苗ギフト、店頭及び出張販売であるが、現状

は仕入れ販売が中心となっており利益は全体の 3％となっている。次年度はドライフラ

ワーなど雑貨品に加工使用出来る品種の育苗にも取り組み、マルシェ等での販売を目

指し新たな商品づくりに取り組んでいく。 

本年度は主催としてマルシェを実施したことで、他府県を含む多くの方々への広報

や接客販売を行う機会となった、利用者の皆さんの工賃アップを目指していくにあた

り、菓子工房と花工房が利用者の活躍の場として知っていただくとても良い機会であ

り、今後も地域の客層にあった商品づくりや利用者の皆さんのステップアップできる

場として継続した運営を行っていく。 

最後に、上記の生産活動収入額に対して支出額は 9,055,743 円となり 671,225 円の

利益となり利用者の方々に夏季賞与 1.2 万円、冬季賞与 1.2 万円、期末賞与満額 1.5 万

円を支給することができた。その結果、今年度の平均工賃額は 17,360 円となった。 

精神障がい者は疾患と障がいの両面を持っておられるため、今後も作業療法の要素

と体調面の維持を組み合わせながら継続した病状の安定が図れるよう、生産活動の向

上に努めていかなければならない。 

 

 

 



表 1）年度別平均工賃額（単位：円） 

 

  2 年度実績 3 年度実績 4 年度実績 5 年度実績 6 年度実績 7 年度計画 

 工賃支払総額 3,445,749 3,619,386 3,827,627 4,159,340 4,166,504 5,205,000 

 工賃支払対象延べ人数 484 514 478 5444 4968 5400 

 平均工賃月額 7,119 7,042 8,008 15,684 17,360 19,920 

 

※平均工賃月額算出方法の変更 

～令和 4 年  工賃支払総額÷工賃支払対象延べ人数 

令和 5 年  工賃支払総額÷（利用者延べ人数÷年間開所日数）÷12 月 

表 2）項目別収入到達額 （単位：円） 

 

  菓子 物資 園芸 
自動車 

部品 

組立作

業 
箱折り 

百円 

均一 

施設外 

就労 
その他 合計 

目標額 4,072,000 2,900,000 1,372,000 688,000 221,000 340,000 130,000 96,000 193,000 10,012,000 

収入額 4,123,125 2,885,571 1,163,627 568,477 189,296 358,869 135,477 102,151 200,375 9,726,968 

 

項目ごとの目標額を達成し、利用者の皆様に夏季・冬季賞与、期末手当の支給を行った。 

 

図 11）項目別利益表 
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上記グラフでは全体利益の 70％を菓子販売と自動車部品が占めており、重要な生産活動項

目となっている。 

 

 

図 12）月平均工賃額  （単位：円） 

 

 

 

利用日数では在籍のみ 6 名、週一 5 名、週二 7 名、週三 13 名、週四 3 名、週五 15 名とな

っている。 

 

 

令和 6 年度 利用者工賃規定 

工賃 入所時、3 年未満の方は時給 170 円とし、入所から 3 年以上の方は

入所月より時給 190 円とします。 

支給日 工賃の締め切りは月の初日から月末とし、毎月 20 日に支給します。 

給食代 昼食を利用した人は、1 食 250 円×回数を工賃から引きます。 

工賃から引けない場合は請求します。 

賞与 賞与は年 2 回、8 月と 12 月に支給します。ただし、基準日（8/1，

12/1）以前 6 ヶ月の通所率が、25％未満は支給の 3 割、25％以上

50％未満は支給の 5 割、50％以上は満額支給となります。 

※12～5 月の 6 ヶ月  6～11 月の 6 ヶ月 

期末手当 期末手当はその年度の利益に応じて 3 月に支給します。 

ただし、基準日（3/1）以前 12 か月の通所率が上記の％に準じて支

給します。※3～翌 2 月の 12 か月 
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５）社会参加・地域交流事業 

 

今年度においても施設外就労の清掃作業（甲賀保健センターでの作業）、利用者の方々

と共に物資仕分け・配達や花苗・菓子販売に取り組んだ。甲賀圏域を中心に各関係機関

や企業などに物資販売（年 3 回）の広告やゆとりあニュース・やまなみ会通信を配布し

取り組みの趣旨を利用者の方々と伝えるとともに、地域の皆様にゆとりあの取り組みや

精神疾患を持っておられる方々の理解を深められる機会となった。 

ゆとりあの取り組みをより知って頂けるよう本年も地区のマルシェの参加や、企業・

事業所への出張販売に取り組んだ。本年度は『じんけんフェスタ KOKA2024』（9/14 碧

水ホール・水口町水口）、『甲賀 WAIWAI フェスティバル』（11/10 甲賀市まちづくり活動

センターまるーむ・水口町水口）、『こうなんだいいちメルカート（12/8 甲南ハートヘル

スパーク駐車場・甲南町葛木）』への販売参加、また県外のマルシェへの出店を『上賀茂

手づくり市』（9/22 上賀茂神社・京都市内）、『クラフトマルシェ』(10/12 京都府立植物園・

京都市内)の 2 件行った。マルシェ参加については土曜開所日に合わせた 11/10(土)のみ利

用者と共に販売を行った。本年度の新たな取り組みとして、やまなみ工房と合同で

『IROTUYA マルシェ』(3/23 やまなみ工房・ゆとりあ敷地内)を開催した。開催に向けて

利用者の方々と共に地域の飲食店や商店等に出向き、ちらしの配布やポスター掲示に取

り組み、当日は 5 名の利用者がそれぞれ菓子・花苗の販売を担当した。お客様と商品の

やりとりを直接行い、多くのお声を頂くことが出来、日々のやりがいに繋げることが出

来た。マルシェの総来場者は 1100 人となり、他府県を含む多くの方にゆとりあの取り組

みを知って頂く機会となった。次年度は年二回（10 月・3 月）の IROTUYA マルシェ開

催を目指し取り組んでいく。 

ネイルサロンではネイリストの方に定期的に来所していただき、お互いに会話を楽し

みコミュニケーションを図れる場として取り組んだ。（R6.12 月ネイルサロン開催）普段

よりおしゃれに、また心癒される機会を持つことで日常生活をより豊かに感じてもらえ

るよう取り組めた行事であった。 

花工房では高齢者グループホームより花苗の注文を受けて植え付け作業に取り組んで

おり、グループホームに入所されている高齢者の方々とコミュニケーションを図り喜ん

でもらえることで花を育てることへの楽しみややりがいにもつながっている。 

 

６）関係機関との連携 

今年度もセルフプランで入所されてくる方が多く、入所時に相談支援事業所が計画相 

談を引き受けることとなっているが、申し込みが多く対応できない事業所が多かった。

そのため、医療との連携や関係機関との調整などを主として行う機関がない状態で入所

されてくるため、甲賀市や医療機関と連絡を密にし、引き続き精神疾患を主とした利用

者の方々の受け入れを行ってきた。また、菓子製造に特化した利用を希望される方が見



学も含め多数おられ、特性に配慮した受け入れを行ってきた。 

 相談支援事業所が中心となる場合は行政や医療、他の支援センターと連携しスムーズ

な受け入れにつながるようケースの情報共有を行ってきた。一般就労や A 型事業所への

移行、高齢化によりライフステージが変化しても他のサービスを継続して受けられるよ

う関係機関と連携し継続的な支援ができるよう努めてきた。精神疾患の病状の変化に対

応するため、日中活動の様子を医療や行政、グループホームへ連絡し早めの対応対策を

行ってきた。 

個別調整会議についてもその都度、利用者の方のゆとりあでの様子を伝えたり、医療

を中心とした支援者間での連携や情報共有を行ってきた。 

  本年度も水口病院から B 型事業所研修の取り組みとしてゆとりあを選んで頂いたこと

で、水口病院の病棟看護師・地域連携室・他職員の方にゆとりあの取り組みを知って頂

くことが出来た。 

 

７）職員状況・職員連携 

現在の職員数は管理者（やまなみ工房と兼務）1 名、サービス管理責任者 1 名、事務 1 

名、生活支援員（1 名は調理員兼務）3 名、職業指導員 2 名の計 8 名の組織体制である。

班体制についてはｻﾝﾀﾞｰ・ｽﾄﾗｲｸｽ Room（本館）には職員 3 名、ﾚｲｽﾞﾄﾞ･ｵﾝ･ﾚｲﾃﾞｨｵ Room

（別館）に職員 2 名、菓子工房に職員 1 名を配置し利用者の支援を行った。令和 6 年 10

月には、本館を 2 名体制としながら菓子工房に職員 1 名増員し菓子製造や利用者支援に

より手厚い対応を行った。 

近い将来、発生が懸念されている南海トラフ巨大地震では国の被害想定が前回から 10

年余りたって全面的に見直された。そして令和 6 年 4 月より義務付けられた業務継続計

画を作成し、自然災害発生時・感染症発生時における推進委員を立ち上げた。やまなみ

工房・ゆとりあ開所日である 2/8（土）には近畿地方を襲った大雪にて国道一号線等が通

行止めといった事態が発生した。やまなみ工房と合同で対応を行い、この日は両施設と

もに閉所としたが大きな事故等もなかった。今後ともマニュアルをもとに職員体制をス

ムーズに行い対応していく。 

感染症においては新型コロナウイルス感染症が 5 類へ引き下げとなったが利用者への

配慮や福祉従事者としての体調管理徹底の観点から法人として全職員マスクの着用を行

っている。職員には引き続き体調チェック、手指消毒など感染予防対策に努め、この対

策の結果大きな体制変更もなく、利用者の支援にあたることが出来た。 

 

８）今後の課題と事業展開 

 

厚生労働省によると令和 7 年 1 月、精神疾患を有する総患者数は、約 603.0 万人（入

院：約 26.6 万人、外来：約 576.4 万人）との統計が発表された。傷病分類別においては、



「気分［感情］障害（躁うつ病を含む）」、「神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表

現性障害」、「その他の精神及び行動の障害」の順に多い。また年齢別においては、入院

患者と比べて、65 歳未満の患者の割合が多く。精神病床における入院患者数は、現在約

25.5 万人。入院期間別では、１年以上入院している患者の数が約 15.2 万人（約 60％）。 

５年以上入院している患者の数が、顕著に減少している。精神病床退院患者の退院後の

行き先については入院期間が１年未満で退院した患者の退院先は、「家庭」が最多。入院

期間が１年以上で退院した患者については、「他の病院・診療所に入院」や「その他（死

亡・不明等）」の割合が高い。甲賀市の精神障害者保健福祉手帳所持者数は、年々増加傾

向にあり、手帳を所持していない人を含めると精神障害者の就労支援の必要性は益々高

まる傾向にある。ゆとりあは今後も主たる利用者を精神障害者とし、知的障害者や発達

障害者の受け入れも積極的に行う。また施設作業場を拡張することで利用希望者が今後

も増となった場合は個別対応も更に強化し対応する。地域において精神障害者に対する

正しい理解が深まるよう、また引き続き地域の中で利用者が活躍できるよう、就労に向

けた訓練及び社会復帰に向けた様々な取組と魅力ある実践の充実向上を図り、個々の利

用ニーズに基づき利用者一人ひとりが「ゆとりあ」を利用することで、自立に向け日々

安定した状況で豊かに健康で過ごせる事を目指したい。 

 


